
　
11
月
６
日
、
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表

彰
授
賞
式
が
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
ヴ
ェ

（
秋
田
市
）
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
活
動
に
あ

た
り
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
１
月
26
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
に
受
賞
報

地
域
活
動
に
貢
献
の
個
人
や
団
体
が
受
賞

秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
授
賞
式

 

秋
田
県
知
事
表
彰 

【
育
成
功
労
者
表
彰
】

さ
く
ら
ク
ラ
ブ 

会
長 

星
宮
忠
清

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

中
生
保
内
ク
ラ
ブ 

会
長 

松
田
イ
ヱ
子

 

秋
田
県
老
連
会
長
表
彰 

【
育
成
功
労
者
表
彰
】

北
部
長
寿
ク
ラ
ブ 

会
長 

田
口
榮
良

上
荒
井
老
人
ク
ラ
ブ 

会
長 

伊
藤
哲
雄

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

岡
崎
辰
子
ク
ラ
ブ 

会
長 

津
嶋
初
雄

【
育
成
従
事
者
表
彰
】

卒
田
も
み
じ
会 

川
合
藤
夫

向
陽
ク
ラ
ブ 

渡
辺
由
美
子

 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰 

【
活
動
賞
・
地
域
づ
く
り
活
動
部
門
】

高
野
若
駒
ク
ラ
ブ 

会
長 

藤
原
助
一

 

秋
田
県
老
連
表
彰 

【
も
の
づ
く
り
活
動
部
門
】

高
野
若
駒
ク
ラ
ブ 

会
長 

藤
原
助
一

前列右から松田イヱ子さん、田口榮良さん、仙北市老人クラブ連合会の熊谷勇一郎会長、門脇市長、星宮忠清
さん、伊藤哲雄さん、後列右から倉橋副市長、川合藤夫さん、津嶋初雄さん、渡辺美津さん、藤原助一さん、
渡辺由美子さん。

　1 月 23 日、仙北市芸術文化協会（加藤義規会長）が主催す
る「第 15 回仙北市芸術文化章授章式」が西木温泉ふれあいプ
ラザクリオンで開催され、梅田榮子氏、山口心海氏に芸術文化
章が贈られました。※年齢は授章決定時を掲載

　昭和50年に田沢湖短歌
会に入会し、その後事務局を担当。数度にわたる「合
同歌集」の発行や、各種の短歌会の実施などに尽
力し、長年にわたり会の充実に務められました。
　平成24年に田沢湖文化協会の監事に就任、そ
の後副会長に就任し会の発展に努め、平成25年
に仙北市芸術文化協会の理事に就任し、その運営
に尽力され、地域文化の発展に貢献されました。

第 15回

仙北市芸術文化章
授章式

　平成19年に角館芸術文化協会に入会。
平成28年から令和元年まで4年間、同
会会長として、また仙北市芸術文化協会では、平成28年から令
和元年まで4年間、会長を歴任し、組織の強化、各事業の充実
を図るとともに会の発展に尽力されました。
　師の石井省吾先生の書道教室を引き継ぎ、20代から50年以
上も、小・中学生・高校生に指導し各種大会では、上位入賞者
を多数輩出しました。また、大曲仙北書写教育研究会会長とし
て書写教育に尽力され、地域文化の発展に貢献されました。

告
に
訪
れ
た
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
熊

谷
勇
一
郎
会
長
は
「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
地
域

を
盛
り
上
げ
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
地

域
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
か
ら
は
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。〈
敬
称
略
〉

梅田榮子 氏
（79 歳 田沢湖生保内）

「地域・文化・短歌」

故 山口心海 氏
（78 歳 角館町西勝楽町）

「個人・地域・書道」

第
６
回
Ｐ
Ｄ
Ａ
高
校
生
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
デ
ィ
ベ
ー
ト
世
界
交
流
大
会

角
館
高
校
が
世
界
を
舞
台
に
健
闘

　
１
月
23
日
と
24
日
、
即
興
型
英

語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
世
界
大
会
「
第

６
回
Ｐ
Ｄ
Ａ
高
校
生
パ
ー
ラ
メ
ン

タ
リ
ー
デ
ィ
ベ
ー
ト
世
界
交
流
大

会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

角
館
高
校
の
２
年
生
３
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

即
興
型
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、

一
つ
の
論
題
に
対
し
、
肯
定
と
否

定
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ベ
ー

ト
（
討
論
）
し
、
ジ
ャ
ッ
ジ
を
説

得
す
る
と
い
う
も
の
。
12
月
に
行

わ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
た
角

館
高
校
は
、
授
業
で
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
世
界
大
会

へ
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
む
17
か
国
、
21
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
今
大
会
、
初
出
場

の
角
館
高
校
は
惜
し
く
も
準
決
勝

進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
予
選
４
ラ
ウ
ン
ド
の
う
ち
２

勝
（
11
位
）
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　
開
始
直
前
ま
で
、
対
戦
チ
ー
ム
、

論
題
、
肯
定
側
・
否
定
側
が
わ
か

ら
な
い
即
興
型
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
。
英
語
力
が
必
要
な
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
論
理
的
思
考
力
や
幅
広

い
知
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
か
ら
英
語
の
授
業

右
か
ら
高
橋
先
生
、門
脇
さ
ん
、渡
邉
さ
ん
、戸
嶋
さ
ん
、

仙
北
市
の
外
国
語
指
導
助
手
で
生
徒
た
ち
を
指
導
す
る

マ
ー
ク
・
ワ
イ
ル
ズ
さ
ん
、
同
校
の
大
塚
繁
太
郎
先
生
。

に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
、
生

徒
た
ち
を
指
導
す
る
高
橋
輝
享
先

生
は
「
最
初
は
生
徒
た
ち
の
気
持

ち
や
考
え
を
言
葉
で
聞
き
た
い
と

思
っ
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
よ
っ
て

生
徒
た
ち
の
英
語
力
の
向
上
が
見

ら
れ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
取
材
に
訪
れ
た
23
日
は
、
予
選

ラ
ウ
ン
ド
１
か
ら
３
が
行
わ
れ
、

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
タ
イ
に
勝
利
、

出
場
し
た
３
人
か
ら
は
、
笑
み
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
を
終
え
、

渡
邉
愛
生
さ
ん
は
「
あ
っ
と

い
う
間
の
１
日
だ
っ
た
。
あ

ら
た
め
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の

あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
た
」

と
、
戸
嶋
友
哉
さ
ん
は
「
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
通
じ
て
そ
の
国
の

貧
困
や
経
済
に
対
す
る
考
え

方
の
違
い
で
意
見
が
通
ら
な

い
な
ど
国
際
大
会
な
ら
で
は

の
難
し
さ
を
感
じ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
門
脇
福
さ

ん
は
「
み
ん
な
と
力
を
あ
わ

せ
、
得
意
な
部
分
を
補
い
あ

い
な
が
ら
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
き

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ほ

か
の
国
の
文
化
も
知
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
よ
い
機
会

だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
政
府
はCO

VID
-19

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
義
務

化
す
べ
き
で
あ
る
」
の
論
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ベ
ー

ト
す
る
予
選
ラ
ウ
ン
ド
３
の
様
子
。

　

１
月
28
日
、
全

国
学
校
給
食
週
間

に
あ
わ
せ
て
秋
田

県
産
の
食
材
を
た

く
さ
ん
使
っ
た
給

食
が
市
内
小
中
学

校
と
大
曲
支
援
学

校
せ
ん
ぼ
く
校
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
秋
田
県
産
ど
っ
さ
り
地
産
地
消
メ

ニ
ュ
ー
」。
煮
び
た
し
や
つ
み
れ
汁
の
ほ
か
佐
竹
北

家
ゆ
か
り
の
料
理
「
御
狩
場
焼
」
も
登
場
。
こ
の
日

使
用
し
た
野
菜
（
ほ
う
れ
ん
草
、
雪
下
キ
ャ
ベ
ツ
、

大
根
、
に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
）
は
、
す
べ
て
仙
北
市
産

の
野
菜
で
し
た
。
ま
た
、
御
狩
場
焼
は
、
焼
い
た
鶏
肉
に
給
食
セ
ン
タ
ー

特
製
の
山
椒
み
そ
が
つ
け
ら
て
い
ま
す
。

　
取
材
に
訪
れ
た
桧
木
内
小
学
校
は
、
全
校
児
童
が
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
集

ま
っ
て
食
べ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
す
の
後
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
い
10

分
間
の
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
。
み
ん
な
し
っ
か
り
と
給
食
を
味
わ
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
今
日
の
給
食
は
ど
う
だ
っ
た
？
と
聞
く
と

「
お
い
し
か
っ
た
。
お
つ
ゆ
が
好
き
だ
っ
た
」

や
、「
御
狩
場
焼
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
好

き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
の
よ
う
で
し
た
。

 

栄
養
教
諭
の
千
田
京
子
先
生
か
ら
一
言 

　
学
校
給
食
を
通
し
て
、
地
域
に
伝
わ
る
郷

土
料
理
や
地
場
産
物
を
知
り
、
食
の
面
か
ら

も
地
元
仙
北
市
の
よ
さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
給
食
作

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

御狩場焼

ごはん ( あきたこまち）

御狩場焼 牛乳

秋
田
県
産

り
ん
ご
ゼ
リ
ー

ほうれん草の
煮びたし

えびつみれ汁

みんな味わって食べるもぐもぐタイム。

秋田県産どっさり
地産地消メニュー

自然の恵みと作ってくれている人に感謝

～輝くとき栄光･表彰

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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